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 (1) 基本方針の目的 

   わが国では高度経済成長によって生活が物質的に豊かになり、大量生産・大量消費・

大量廃棄型（リニアエコノミー）のライフスタイルが確立された一方で、環境に必要

以上の負荷を与えた結果、地球温暖化や森林の減少、天然資源の枯渇など地球規模で

の環境問題に直面しています。これらの環境問題を解決するため、従来のライフスタ

イルを見直し、環境負荷ができる限り低減される循環型社会（サーキュラーエコノミ

ー）を実現する必要があることから、廃棄物処理・リサイクルを取り巻く状況は大き

く変化してきています。 

   現在ではこれらの状況を受け、国は数次にわたる「廃棄物処理及び清掃に関する法

律」の改正や、「循環型社会形成推進基本法」に基づく「第５次循環型社会形成推進基

本計画」の策定などにより、循環型社会形成に向けての基本的な枠組みを示すととも

に、容器包装リサイクル法を始めとする各種リサイクル法が制定されるなど、「循環型

社会の構築」が進められているところです。 

また、「循環型社会形成推進基本法」では、原材料、製品等が廃棄物となることの抑

制を図り、廃棄物のうち有用なものは「循環資源」として捉え、できる限り適正に循

環的な利用（再使用、再生利用及び熱回収）を行い、それが行われないものは適正な

処分をすることを定め、これらに関する行動が自主的かつ積極的に行われることによ

って「天然資源の消費を抑制し、環境への負荷ができる限り低減できる社会」である

「循環型社会」を実現することとしています。 

このような背景を踏まえ、本市においてもごみ処理の基本４原則であるごみ処理の

減量化、安定化、安全化、資源化に関する適正な処理を確保するための必要な措置を

実施するほか、市民、事業者、行政が協働し、リフューズ（発生回避）、リデュース（発

生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（再生利用）の４Ｒ※を推進し、環境への負

荷の少ない健全な市民生活の発展を図り、持続的に発展することができる社会の実現

を目指します。しかしながら、本市におけるごみ処理の現状として、可燃ごみ・不燃

ごみの中に資源化が可能なものが数多く含まれていることや、市民１人１日当たりの

ごみの排出量が令和５年度において 885ｇと、令和９年度の目標値である 890ｇを達成

した一方で、令和５年度の全国実績値 851ｇには及ばない状況です。また、ごみ処理施

設の老朽化に伴う新施設として、霧島市クリーンセンターを令和８年３月から供用を

開始し、より一層、施設の延命化と経費削減を図る必要があることから、本基本方針

を「霧島市環境基本計画」及び「霧島市一般廃棄物処理計画」との整合性を図りなが

ら、ごみ処理にかかる基本的な取組の方針として策定するものです。 

 

１ 基本方針の趣旨 
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(2) ４つの基本方針 

私たちは、高度経済成長による経済活動の活発化に伴った大量生産・大量消費・大

量廃棄型社会の中で、貴重な天然資源を消費し、多くのごみを廃棄物として排出して

おり、環境へ負荷を与え続けています。 

この状況に対応するため、国は、「廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策

の総合的かつ計画的な推進を図るための基本的な方針」（平成 13 年 5 月環境省告示第

34 号）で廃棄物の減量化の目標量の設定、適正な循環的利用や適正処分を進める上で

の他の市町村との連携等による広域的な取組の実施、一般廃棄物の処理に関する事業

に係るコストの分析及び情報提供の実施、一般廃棄物の有料化の推進など基本的な方

針を示しています。 

  本市においても、ごみを分別回収し、できるだけ資源として再使用、再生利用する

取組を行っていますが、こうした国の基本方針や社会情勢を踏まえ、ごみの発生抑制

や循環資源として有用なものはできる限り再使用、再生利用するほか、熱回収も加え

た取組を推進し、ごみとして処分（焼却、埋立）する量をさらに減らすことでごみ処

理施設等への負荷の低減を図るなど、天然資源の消費抑制と環境への負荷をできる限

り低減していく必要があります。このことから４つの基本方針を定め、循環型社会の

形成を推進します。 
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◇基本方針 １  市民、事業者、行政が協働する４Ｒ運動を推進 

 

   ごみ排出による環境への負荷を低減するため、従来の大量生産・大量消費・大量廃

棄型社会のライフスタイルを見直し、リフューズ（発生回避）、リデュース（発生抑制）、

リユース （再使用）、リサイクル（再生利用）の４Ｒ※を市民、事業者、行政が協働で

実施し、さらに一歩進んだ循環型社会の形成を推進します。 

 

 

資 源 化

再 利 用

消費・使用

生 産

買 い 物

資源投入

廃 棄

最終処分

①リフューズ

（発生回避）

②リデュース

（発生抑制）

③リユース

（再 使 用）

④リサイクル

（再生利用）

循 環 型 社 会 の イ メ ー ジ
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※４Ｒとは 

ごみを減量するための考え方であり優先順位の高い方から、①リフューズ、 

②リデュース、③リユース、④リサイクルとなっています。 

 

①リフューズ（発生を回避する）      「ごみを発生させない」 

ごみになるものを家庭等に持ち込まないという考え方 

 ・マイバッグを持参して、レジ袋を断る。 

・過剰包装を断る。 

・ごみとなるものを買わない、もらわない。 

 

②リデュース（発生を抑制する）      「ごみを少なくする」 

ごみになりそうなものを減らしていくという考え方 

 ・使い捨て容器入りよりも詰め替え用のものを選ぶ。 

 ・計画的に買い物をし、賞味期限や消費期限切れをなくす。 

 ・生ごみの水を切る。 

 

③リ ユ ー ス（再使用する）        「捨てないで、繰り返し使う」 

不要なものが出てもそのまま使えるものは繰り返し使用し、ものの寿命を最大 

限に活かすという考え方 

 ・フリーマーケット、リサイクルショップ等を活用する。 

 ・壊れても修理して使う。（リペア） 

・使わなくなったら、必要としている人に譲る。 

 

④リサイクル（再生して利用する）     「資源として再生する」 

再使用できなくて、ごみになる場合は正しく分別し、資源として再生するとい 

う考え方 

 ・正しく分別して、資源としてリサイクルする。 

 ・再生品を使った環境にやさしい製品を選ぶ。 
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◆基本方針 ２  資源化の推進とごみの減量化を推進 

 

   従来からの分別収集については、対象品目やその排出方法等について周知を徹底す

ることで、より一層、ごみの資源化を推進していくこととし、さらにこれまで焼却処

理していた可燃ごみのうち循環資源として有用なものは再資源化するなど、技術的及

び経済的に可能な範囲で、資源として有効利用できないか検討を行っていきます。こ

れらの取組により資源化量を増やしていくことで、ごみ処理施設（焼却、埋立）への

負荷を低減することができ、加えて地球温暖化の要因である温室効果ガス（CO₂等）

の排出を抑制することになり、環境への負荷低減につながるため、より一層の資源化

の推進とごみの減量化を推進します。 

 

◆ 基本方針 ３  ごみの適正処理と効率化の推進 

 

廃棄物処理法等各種関係法令に基づき、ごみを安全かつ適正に処理することはもと

より、現在のごみの排出方法、収集運搬体制、中間処理（選別、破砕、焼却等）及び

処分に至るまでのごみ処理全体を見通した効率化を図ることで、ごみ処理コスト等の

より一層の低減に努めるとともに、処理施設の整備等については計画的に実施するこ

とで、引き続き安全で安定的なごみ処理を実施していきます。 

 

◆ 基本方針４  地球温暖化防止の対応 

 

   温室効果ガス（CO₂等）の大気中の濃度が増加することによる気候変動、自然や生

態系への悪影響を及ぼす地球温暖化問題は、世界的に大きな環境問題となっている。

一般廃棄物処理行政における温暖化防止対策としても、化石燃料の使用を抑えたごみ

の収集運搬・中間処理や、プラスチックごみの焼却量の削減により、温室効果ガスの

排出を抑え、地球温暖化防止の対応を進めます。 
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 ＜1＞ごみの排出から処分までの流れ 

 現在の霧島市のごみの区分は、可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、資源物に大別され

ており、家庭系のごみは自治会又はアパート等のごみ収集所に出された後、市から委

託された業者が回収し、ごみ処理施設や資源物処理施設へ搬出しています。その他に、

市民自ら各処理施設へ直接搬出したり、市の一般廃棄物収集運搬許可業者に収集運搬

を委託して搬出したりしています。 

   事業系のごみは、事業者自ら、又は、市の一般廃棄物収集運搬許可業者に収集運搬

を委託し、各処理施設へ直接搬出しています。 

 

市民及び事業所のごみの排出から処分までのフロー図 

 

※１　　7ページのごみ処理施設を参照。
※２　　7ページの資源物中間処理施設を参照。
※３　　8ページの埋立処分する施設（最終処分場）を参照。

市　　民
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２ 霧島市の現状と課題 
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 ＜2＞ごみを処理するための施設 

霧島市には家庭から出されたごみを処理する施設として、令和８年３月に供用を

開始した「霧島市クリーンセンター」があり、市内全域のごみの処理を行っていま

す。 

また、缶類・ペットボトル・紙類等の資源物を資源化するための処理施設が市内

に３箇所あります。その他に、資源化できないものを最終的に埋立処分する施設と

して最終処分場があります。 

 

① ごみ処理施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 資源物処理施設 
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  ③ 埋立処分する施設（最終処分場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜3＞ごみの排出量の推移（家庭系のごみ＋事業系のごみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 霧島市一般廃棄物処理計画（令和５年３月中間見直し）の成果指標及び目標値 
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（本市の人口の推移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（本市のごみ排出量の推移） 
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（家庭系のごみ分類毎の推移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事業系のごみ分類毎の推移） 
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《現 状》 

 

   ８ページ中段の表、「ごみの排出量の推移」において、本市の令和６年度の数値と令

和２年度の数値を比較すると、総人口は約 1.4％減少（1,755 人減）しているのに対し、

ごみの総排出量も約 5.2％減少（2,200t 減）し、市民１人１日当たりのごみの総排出

量は、約 3.9％減少（36g/人日減）しています。結果、人口に対してごみの排出量はさ

らに減少している現状が見えます。また、リサイクル率については、令和６年度から

減少傾向にあります。 

 

  ※表中、令和 6 年度のリサイクル率の低下は、敷根清掃センターの火災に伴い、他市町村でのごみ焼

却により、そのごみの排出量は本市に算定され、焼却後の溶融スラグ、溶融飛灰が算定されなかっ

たことによる影響が大きい。 

 

   なお、９ページ下段のグラフは本市のごみ搬入量の推移を表しており、10 ページで

は各年度の家庭系と事業系それぞれのごみの排出量の推移を、ごみの分類毎に表して

おります。 

 

 

《 課題１ : ごみの発生回避、発生抑制、再使用について 》 

 

   ごみ排出量の増加は、自然環境への負荷増大とごみ処理施設の設備への負担増によ

る維持修繕費、運転経費の増大となり、最終的には市民生活に悪影響を及ぼすことに

繋がることから、ごみの排出量を減らすことが必須となっています。 

令和４年度の市民意識調査結果によると、「日頃よりごみを減らすようにしている

か」との問いに「いつも行っている」25.1%、「大抵行っている」50.2％、合計で 75.3％

の多くの市民がごみを減らす意識を持って取り組まれています。 

市民 1 人 1 日当たりのごみ排出量は、人口推移の比率以上に年々減少しており、市

民のごみを減らす取組の成果が見られます。今後、さらに同取組に対する意識向上を

図り、その実践を強化し持続して行うため、広報等による情報周知の徹底を図る必要

があります。 

 

（１）ごみの発生を回避する「リフューズ」の課題 

     ショッピングセンター等でマイバッグを持参し、レジ袋をもらわない。買い物

をするときに本当に必要なものだけを買うなど、ごみの発生を回避するという意

識を持って、その取組を続けることでごみ減量化を図る必要があります。 
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（２）ごみの発生を抑制する「リデュース」の課題 

     買い物をするときに、使い捨てのものは買わないで詰め替えできるものを選ぶ。

食料品の買いすぎや料理の作りすぎをしないで、食べ残しを少なくするなど、で

きるだけごみの発生を抑制する（少なくする）という意識を持って、その取組を

続けることでごみ減量化を図る必要があります。 

 

（３）ものを捨てないで再使用する「リユース」の課題 

     まだ着られる古着や使える家具等をごみとして捨てるのではなく、欲しい方へ

提供できる方法や修理をして長く使う方法についての情報や機会を提供すること

で、市民がものを大切にし、循環させやすい環境の構築を図る必要があります。 

 

（４）生ごみの水切りについての課題 

     生ごみの約 75％は水分であり、可燃ごみのうち生ごみの割合は約 28％を占めて

います。生ごみの水切りを行うことが大きなごみの減量化とごみ処理施設の経費

節減に繋がり重要であることを周知し、その取組の推進を図る必要があります。 

 

 

《 課題２ : ごみの分別と資源化（再生利用）について 》 

 

可燃ごみ量の減少とともに、資源物量も減少し、併せてリサイクル率も伸び悩んで

いるのは、資源物の対象となるものまで可燃・不燃ごみとして排出され、分別されて

いる量が少ないと考えられることから、今後、分別品目の見直しも含め、分別を徹底

し、資源化を推進しなければなりません。 

 

（１）ごみを適切に分別し、出しやすくするための課題 

   ① 平成 29 年度の市民意識調査結果によると、「資源物の分別や資源物回収に協力

しているか」との問いに「いつも行っている」61.3%、「大抵行っている」32.2%、

合計で 93.5%の多くの市民が資源物の分別や資源物回収に協力的であり、意識を

持って取り組まれています。しかし、人口の減少とともに、ごみの総排出量も減

り、ごみに占める資源物の比率割合を示すリサイクル率は伸び悩んでいる現状が

あります。 

よって、さらにごみの分別に対する意識向上を図り、その実践を強化し持続し

て行うため、広報等による情報周知の徹底を図る必要があります。 

② 現在の各資源物の収集日が月１回程度となっているため、各家庭でそれぞれの

資源物を溜め置きする期間が長期になり、スペースの確保も負担となることから、

収集回数の多い可燃ごみと一緒に排出されているのではないかと推測されます。 
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     よって、ごみを適切に分別し、排出しやすい環境を整えるため、収集方法等に

ついても検討する必要があります。 

   ③ 排出するごみが「どの分別品目に該当するのか分かり難い」、または「分別する

のが面倒くさい」との理由で、安易に可燃・不燃ごみとして出されている状況が

見受けられます。地域での説明会やごみ収集所等での指導等により、適切に分別

することの必要性や出し方の理解を深める必要があります。 

 

（２）資源化「再生利用＝リサイクル」を進めるための課題 

① ごみ処理施設で処理しなければならないごみの量を減らすためには、ごみの資

源化をさらに進めなければなりません。そのためには、現在の実施している分別

品目以外で新たに分別品目を追加し、資源化量を増やす必要があります。 

   ② 生ごみを分別し堆肥化することは、ごみの減量化・資源化とごみ処理施設の負

担軽減に大きく作用し、有効な手段であることから、生ごみを分別し、ごみ収集

所等に出す方法、収集運搬する方法、堆肥化工場の確保や処理経費など様々な条

件を調査研究し、最善の方法を模索し、実施を図る必要があります。 

  ③ 分別品目を追加することは、市民に分別に関する負担を増やすことなり、また、

収集計画等を見直す必要があることから、様々な条件を調査研究し、最善の方法

を模索し、実施を図る必要があります。 

   

 

《 課題３ : 新たなごみ処理施設の安定稼働への取組について 》 

 

   新たなごみ処理施設の安定稼働に取り組むことが必要となることから、今後、施設

の延命化に対する施策について検討する必要があります。 
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  次期「霧島市一般廃棄物処理計画」を勘案のうえ、「霧島市ごみ減量化・資源化基本方

針」の目標値を設定し、ごみの減量化・資源化の施策を実施します。 

 

 

【 霧島市ごみ減量化・資源化基本方針の新たな目標値 】 

 

 

 

 

 

 

※資源化物とは、現在、市民や事業者が資源物として排出しているものや、今後、資源

化することが可能なもの。 

 

将来予測値：令和５年度の市民１人１日当たりのごみ排出量の実績である 885g/人日を用 

いて、令和 19年度のごみ量等を予測した数値です。 

目 標 値：本基本方針に基づく、ごみの減量化・資源化のための施策を展開し、令和 19 

年度において目指すべきごみ量等の数値です。 

 

※1 次期一般廃棄物処理計画の最終年度である令和 19 年度を目標年度とし、中間目標年度

を令和 14 年度に設定します。 

※2 目標年度の人口は、令和５年度と令和７年度における年度間減少率にて計算します。 

 

  

  目標値を達成することにより、将来予測値から 

総ごみ量で 324ｔ、資源化物を除くごみ量で 989ｔを減らせます。 

 

 

 

 

 

 

 

３．ごみの減量化・資源化目標 
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本基本方針で定めた目標を達成するための市民、事業者、市それぞれにおける取組に

ついて示します。これらの取組を一人でも多くの市民や事業者が、毎日少しずつでも持

続的に実践していくことで、ごみの減量化・資源化が大きく前進します。 

 

市 民 の 取 組 

 

  多くのごみを排出することは、資源の枯渇や温室効果ガス（CO₂等）による地球温暖

化など環境への負荷がかかることから大きな環境問題となっています。そのため、ごみの

減量化・資源化を図る必要があります。 

この問題を解決し、美しく豊かな自然を守り、次世代に引き継いでいくため市民一人ひ

とりが主体的に実施することが望まれる取組について示します。 

 

＜1＞ もったいない運動の実践 

   

市民の皆さんに「もの（物や者）を大切にするこころ」を持っていただき、「もったい

ない（ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ）」 という世界共通の言葉のもとに各家庭から地球温暖化

防止やごみ減量化につながる具体的な取組を実践しましょう。 

  「もったいない」という言葉は、古くから日本で用いられていた言葉ですが、環境分

野で初のノーベル平和賞を受賞したケニア人女性のワンガリ・マータイさんが、2005 年

の来日の際に感銘を受けたのが「もったいない」という日本語でした。 

 

  ごみを減らすと、次のような効果があります。 

    ① ごみの処分にかかるコストが減ります。 

② ごみを燃やす量が減り、温室効果ガス CO₂の排出も少なくなり地球温暖化防 

止になります。 

    ③ 最終処分しなければならない量が減ります。 

    ④ 資源の枯渇や自然環境への負荷の軽減につながります。 

 

また、本市では、リユース（再利用）施策として、令和６年６月 19日に株式会社マー

ケットエンタープライズと連携協定を締結し、リユースプラットフォーム「おいくら」を

通じた不用品の再利用を推進していますので活用しましょう。 

４．目標を達成するための取組 
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＜2＞ 食品ロス対策への取組 

 

  まだ食べられるのに捨てられている食べ物いわゆる「食品ロス」が、日本では、令和

６年度実績で、年間約 461 万トン発生しているといわれており、そのうちの約半分が家庭

から出ています。これらを少しでも減らしていくように、家庭や会食において「食べ物を

大切にする」、「残したらもったいない」という意識を持ちましょう。 

 

（１）30・10 運動の実践 

（外食で「残さず食べる！30・10 運動」） 

  飲食店等で会食や宴会等をする際は、以下のことについて取り組みましょう。 

（例） ・注文の際には、食べきれる量を注文する。 

    ・乾杯後、食べ始めてから 30 分間は席を立たない。 

    ・お開き前の 10分間は自分の席に戻る。 

 

（自宅で「残さず食べる！30・10 運動」） 

  家庭から排出される生ごみは、約 28％が可燃ごみに含まれていて廃棄されています。 

 できるだけ食品ロスを減らしましょう。 

（例） ・ 毎月 30 日は、冷蔵庫の中の食材を消費する。 

    ・ 毎月 10 日は、野菜の茎や皮等を使ったエコクッキングをする。 

 

（２）フードドライブの活用 

  フードドライブとは、家庭で余っている食料品を集め、支援団体等を通じて食糧が不

足し、これを必要としている人に渡す活動のことをいいます。自分にとって不要なもので

もそれを必要としている人もいます。食品ロスの削減と食品の有効利用を図っていくため、

積極的に活用しましょう。 

 

＜3＞ 生ごみの 3 キリ運動の実践 

   

生ごみの 3キリとは、買った食材を使い切る「使いキリ」、食べ残しをしない「食べキ

リ」、生ごみを出す前に水を切る「水キリ」、これら 3つのキリのことです。 

生ごみの約 75％は水分であるため、水切りはごみの減量化とごみ処理施設の負担軽減

による経費節減に大きな効果があります。できるだけ水分を切ってから出しましょう。   
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＜4＞ ４Ｒの実践 

 

（１）４Ｒの１つ目! 発生を回避する（リフューズ）  「ごみを発生させない」 

 

  「ごみとなる物を家庭に持ち込まないことで、ごみを発生させない。」という考え方が

リフューズです。  

① 余計なものは、買わない、もらわない。 

  ② 過剰な包装は断る。 

 

（２）４Ｒの２つ目! 発生を抑制する（リデュース）  「ごみを少なくする」 

 

「将来ごみとなりそうな物は、買う量、使う量ともに減らしていく。」という考え方が

リデュースです。 

 ① 使い捨ての物は買わないで、詰替えできる物を選ぶ。 

 ② 必要な量だけを買う。 

 ③ 長持ちする物を選んで買う。 

 

（３）４Ｒの３つ目! 再使用する（リユース）  「捨てないで、繰り返し使う」 

 

  「不用なものが出ても、そのまま使えるならば繰り返し使用して、物の寿命を最大限

に活かすことや、まだ使える物は捨てないで、別の使い方をする。」という考え方がリユ

ースです。 

 ① 再使用できる容器を使った物を買う。 

 ② 不用になった物は、他の人に使ってもらう。 

 ③ 壊れても修理して長く使う。 

 

（４）４Ｒの 4つ目! 再生して利用する（リサイクル）  「資源として再生する」 

 

  「再使用できなくて、ごみになる場合は、正しく分別して資源として再生利用する。」

という考え方がリサイクルです。 

① ごみの分別を正しく行い、資源として再生利用する。 

② 再生原料を使っているリサイクル製品を買う。 

 

これまで分別して排出している品目はもちろんのこと、新たに分別対象となる品目に

ついても積極的に分別排出することで、ごみ処理作業の安全確保、ごみ処理の負担軽減

なども含め、限りある資源の有効利用に協力しましょう。 
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事 業 者 の 取 組 

 

これからのごみ減量化・資源化の目標を達成するために、事業者が事業活動において

ごみの分別、とりわけ資源物の分別排出及びリサイクルなどを実施することが課題とな

っています。そこで、事業者の責務である取組について示します。 

 

＜1＞ ごみの減量・リサイクル・省資源対策の推進 

    

   事業活動やオフィス等においても、市民の取組と同様にごみの減量、リサイクルの推

進等の実施に努めましょう。 

① コピー用紙の使用はなるべく控え、ペーパーレス化を図りましょう。 

② 封筒、ファイル等の事務用品で繰り返し使えるものは、有効活用する等業務のや 

り方を工夫しましょう。    

③ 飲食物等はリターナブル（繰り返し使える）容器の使用の推奨や、高齢化社会に 

伴い需要が増えてきた食材・生活用品等の宅配にあたっては、再利用容器の使用に 

努めましょう。 

④ 30・10 運動やフードバンク等、食品ロスの低減やごみ減量化に関する様々な運動

に協力しましょう。（フードバンクとは、食品関連企業外より寄贈された食品を福祉

施設や生活困窮者の支援団体に届ける活動のことをいいます。） 

 

＜2＞ 資源物の分別の推進 

 

  ① 事業活動により発生する資源紙類（新聞紙・雑誌・段ボール・紙パック・雑紙）、 

ビニール類及びプラスチック製容器包装類の分別を積極的に行いましょう。 

  ② 社員・パート・アルバイトにごみ分別教育を行いましょう。 

  ③ 事業活動で発生したごみの収集運搬については、収集運搬の委託業者と分別回収 

   方法について協議し、資源化に努めましょう。 

 

＜3＞ 機密文書の資源化の推進 

 

   事業活動で発生した機密文書（個人情報が記載されたもの等）は、厳重な秘密保持・

管理のもと個人情報を漏洩せずにリサイクルする民間処理業者があります。  

機密文書を焼却処理せずにリサイクルをすれば大きな資源化を行うことになり、環

境負荷の低減もできます。 
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＜4＞ 業種別の取組 

 

   それぞれの業種ごとに適正な処理を行うことはもとより、各業種の特性を活かした、 

ごみの減量化と資源化を積極的に行いましょう。 
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市 の 取 組 

 

市が令和４年度に実施したごみ質組成分類調査において、可燃ごみのうちの約１割が

資源物であるとの結果がでており、市民や事業者にさらなる分別の徹底を呼びかけてい

く必要があります。また、これまで可燃ごみ・不燃ごみとして分類されている品目につ

いても新たな資源として有効利用ができないかなど、これからのごみ減量化・資源化の

目標を達成するために市が推進する取組について示します。 

 

＜1＞ ごみの減量化に関する周知・啓発 

 

 ① 「霧島市ホームページ」、「霧島市公式 SNS」、「霧島市ごみ分別アプリ」、「広報誌」を

活用した情報発信 

   各種情報媒体を活用し市からの情報を積極的に発信することで、広く市民に対し周 

知を図る。 

 ② 市の出前講座の活用 

   本市のごみの排出状況やリサイクルの状況、ごみの分別の仕方を市職員が出向き、 

広報することで、直接市民に周知を図る。 

 ③ 処理施設の見学会の活用 

   実際に処理をする工程を見学することによって、見識を広め周知を図る。 

 ④ 説明会等の実施 

ごみの分別及び排出方法等の大幅な変更が生じる場合は、市民等の理解や協力が必 

要なことから、関係団体への説明等を通して、十分な周知を図る。 

 ⑤ 児童、生徒を対象にした環境教育の実施 

   ごみ問題やリサイクル等については、子供の頃からの習慣が重要であることから、 

  施設見学や出前講座等の子供向けの環境教育を拡充し、環境に対する意識付けを行う。 

 

＜2＞ ごみの収集計画、方法等の検討 

  

 ① 適正な資源物の収集回数の設定 

   各資源物の効果的な収集回数を設定することにより、ごみの資源化を推進する。 

② 資源物の新たな拠点収集所の設置 

  資源物をいつでも排出することが可能な拠点となるごみ収集所の設置の必要性等に 

ついて検討する。 
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③ 各種団体との連携による資源物収集の検討 

  霧島市環境保全協会及び各種任意団体と連携した、新たな資源物収集システムにつ 

いて検討する。 

④ 市指定ごみ袋の単価の見直し 

  市民がこれまで以上に、ごみの分別に取り組みやすい仕組み作りに向けて、指定ご 

み袋の価格等について協議を行う。 

 ⑤ 高齢世帯等へのごみ出しの支援 

   高齢等の理由により、日々のごみ出しが困難な世帯に対し、自宅からごみ収集所ま

でのごみ出しを支援する取組等について継続して実施するとともに、引き続き市民ニ

ーズに応じた制度設計に努める。 

 ⑥ 危険ごみの分別見直し 

   収集時や処理施設での発火危険を伴う充電式電池、小型家電、カセットボンベ・ス

プレー缶、ライターを、分別品目「（発火性）危険ごみ」として、収集方法等の対策を

講じる。 

 ⑦ 不燃ごみの分別見直しと資源化の推進 

   不燃ごみとして混合回収している地金類、陶器類、ガラス類について、分別品目と

しての取扱いについて検討する。 

 ⑧ 粗大ごみの収集・処理体制の見直し 

   粗大ごみのごみ収集所での回収について、近隣自治体の状況や本市の実情も踏まえ、

粗大ごみの有料化を検討する。 

 ⑨ 資源物の分別見直しと資源化・地球温暖化対策の推進 

   可燃ごみとして扱われている製品プラスチックについて、プラ新法施行により資源

化できることとなったことから、分別収集している容器包装プラスチックと同一袋で

回収するなど、近隣自治体の状況や本市の実情も踏まえ、取扱いについて検討する。 

 

＜3＞ 分別マニュアルの有効活用 

 

  「霧島市ごみガイドブック」の有効な活用を行うことで、ごみの発生段階での適正な 

  排出を促進する。 

 

＜4＞ ごみ減量化・資源化の調査・研究 

 

① 生ごみの資源化の調査・研究 

本市において可燃ごみの中の最も大きな割合を占めている生ごみについて、堆肥

化等による資源化の可能性等について調査・研究する。 
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② ビニールや製品プラスチック等の資源化の調査・研究 

現在、可燃ごみとして排出されている「その他プラスチック製容器包装」以外のビ

ニール、製品プラスチック等については、（公財）日本容器包装リサイクル協会を通

した資源化（再商品化）の可能性等について調査・研究する。 

 ③ ごみ減量化・資源化先進事例の調査・研究 

   ごみの減量化・資源化を推進するため、他自治体における先進事例についての調 

査・研究や、本市における地域の実情等を踏まえた取組について検討する。 

 

＜5＞ 資源化の推進 

 

 ① 古着・古布等の資源化の推進 

これまで可燃ごみとして、分類されていた古布・古着等について、資源物として 

分別収集することで資源の有効活用及びごみ処理施設の負荷の低減を図る。 

② 剪定枝、木製家具の資源化の推進 

    剪定枝、木製家具については、現在、破砕後、焼却処理しており、資源の有効活

用によるごみ処理施設の負荷の低減を目的に、民間の処理施設での資源化の可能性に

ついて検討する。 

 

＜6＞ ごみの適正処理と効率化の推進 

 

   廃棄物処理法等の関係法令に基づき、一般廃棄物の適正処理を行うことはもとより、

より効果的なごみの排出、収集、処分の方法を検討する。併せて、ごみ収集所のあり

方や衛生確保、ごみ処理の有料化について検討を行い、ごみ処理全般に係る業務の適

正化・効率化を図る。 

また、本市のごみの性状や分別状況等の実態把握に努めるとともに、必要に応じ、

市民や事業者にごみの適正排出、適正処理への啓発を行う。 

 

＜7＞ 新たなごみ処理施設の安定稼働への取組 

 

   新たなごみ処理施設の安定稼働に取り組むことが必要となることから、今後、施設

の延命化に対する施策を推進する。 

 

＜8＞ 温室効果ガス（CO₂等）の排出抑制 

 

   ごみの減量化・資源化を推進していくことで、ごみ処理施設での焼却ごみ量を減ら

し地球温暖化防止に向けた温室効果ガス（CO₂等）の排出抑制を図る。 
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  「霧島市ごみ減量化・資源化基本方針」は，ごみ減量化・資源化目標を達成するため

の取組について示したもので、ごみを減らし、環境への負荷の少ない健全な市民生活

を発展させるために活用するものです。 

今後、本基本方針に基づいた具体的な取組について協議していくとともに、実施に

向けた推進等について、ＰＤＣＡサイクル※等による進行管理を行います。 

 

 

※ ＰＤＣＡサイクルとは「Plan（計画）」、「Do（実施）」、「Check（点検・評価）、「Action

（見直し）」のことで、この４段階を一連のサイクルとして実施することで、施

策の継続的な改善を図っていくものです。 

５．霧島市ごみ減量化・資源化基本方針の活用方法 


